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テ－マ  『 Let’s Enjoy Ｒotary 』 
 

●創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日  ●ＲＩ加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6日          
●会 長：沓名俊裕 ●会長エレクト：大見 宏 ●副会長：石川 博 ●幹 事：永谷文人 
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●TEL：0566 - 75 – 8866 ●FAX：0566 -74- 5678  
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第 2664 回例会 
2011 年 11 月 25 日(金)12 時 30 分から 13 時 30 分 
司会者：成田孝則君 
ソング：「我等の生業」 
卓上花：トルコキキョウ デルフニューム 
ゲスト：寺部曉君（安城） 
ﾋﾞｼﾞﾀ-：小野田真代様 
 

出席報告 
出席委員会 兼松信吾君 
会員 57 名 出席義務者 44 名 出席 36 名 欠席 8名 
内出席免除者の出席 11 名 出席率 85.45％  
修正出席率 11 月 11 日第 2662 回例会 94.44％ 
 

会長挨拶  会長 沓名俊裕君 
（連絡事項） 
１．１１／１９（土）・２０（日）に開催されました地区大会

において、安城ＲＣがホストを務めます２０１２－２０１３

年度地区大会を参加者全員トレ－ドマ－クの赤いヤッケを

着て登壇しＰＲしました。 

２．１１／２３（水）ガバナー補佐杯ゴルフ大会を葵カントリ

ークラブにて、西岡則男地区副幹事並びに分区内より１６０

名のロータリアンに参加いただき、盛大に開催できました。

大会当日はゴルフをしない加賀昭成君はじめ安城ＲＣ３４

名の方々にお手伝いいただき、心より感謝いたします。 
３．１１／２２（火）に碧海信用金庫平成２３年度上半期経営

報告会が開催されました。 
４．カンボジアの井戸掘りに皆さん参加されませんか？ 
 

 
 
 
 
 
 

今月のお祝い 
・親睦活動委員会 横山真喜男君 
ゴルフ部会 第３回クラブコンペ 
 優勝：横山真喜男君 
 

    

（あいさつ） 
本日の元気印企業を紹介いたします。その企業は、大和ハ

ウス工業株式会社です。 
「決断が大事やで」と声高らかに唱えるのは、代表取締役

会長兼ＣＥＯ樋口武男氏（ひぐちたけお）（７３歳）です。

大和ハウス工業㈱はその名のごとく“大いなる和”を重んじ

ています。 
社歴は、１９５５年大和ハウス工業設立（創業者故石橋信

夫氏）、１９５９年日本初プレハブ「ミゼットハウス」開発、

１９６２年住宅サービスプラン開始（現在の住宅ローン先駆

け）、２００１年樋口武男氏が社長に就任（２００４年会長

ＣＥＯ就任）、２００５年スローガン「共に創る。共に生き
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る。」（共創共生）を制定しています。 
２０１１年３月期の売上高 1 兆６，９００億円、経常

利益７９０億円、資本金１，１０１億円、時価総額５，

６０９億円の会社です。 
建築の工業化ができないかというテ－マの下、台風で

も“稲、竹”は折れないことに着眼し、中空構造は「軽

い」「しなやか」な鉄パイプで家をつくれないか？と研

究し、プレハブ材を使用した家を開発して、１９５５年

パイプハウス、１９５９年３時間で庭に建つ勉強部屋

「ミゼットハウス」を発売しました。建物の構造を規格

化したことにより、大量生産が可能となり、工場で加工

し、現場で組立たてることができ、移動が簡単にできる

画期的な家（ハウス）を製品化しました。 
現在では、住宅建設や商業施設にも進出しています。

こんなところにもダイワハウスが見られます。その代表

的な流通店舗を列挙しますと、ユニクロ、西松屋、幸楽

苑、マクドナルド、セブンイレブン、ケンタッキーが上

げられます。なんと我社のホリデイスポーツクラブもお

世話になっています。 
本日のまとめは、“先の先を読む”といたします。 

   

 
幹事報告  幹事 永谷文人君 

1.例会終了後、クラブ奉仕委員会・会員増強検討会を会

議室にてＩＡＣ実行委員会を応接室にて、夫々開催。

2.11/23（祝・水）安城ＲＣホストによるガバナ－補佐

杯親睦ゴルフ大会が葵ＣＣにて行われました。 

3.12 月のロ－タリ－レ－トは 1ドル＝78 円です。 

4.12/2 は年次総会です。欠席されます方は委任状の提出

をお願いいたします。 

5.12/25（日）年末会員家族例会です。本日中に登録し

てください。 

6.平成 24 年 1 月 16 日（月）～19 日（木）カンボジアで

の井戸掘り事業の参加者募集しています。 

 

ニコボックス報告   藤井英樹君 
・本日のニコボックスメッセージの紹介 
 

卓 話 
・テーマ：平成２４年度は学校法人安城学園創立１００

周年です 

教育にイノベーションを！ 
～「無限の可能性」に挑戦～ 

・卓話者：寺部曉君（安城） 

   
景気が今一の現在、創立の時（原点）に戻り創立者の

思いを今一度思い返すことが大切であると考えます。 
我学園の建学の理念は「庶民性と先見性」です。建学

の精神は「真心・努力・奉仕・感謝」です。 
真心のついた奉仕＋努力がある奉仕＝感謝してもら

える 
いつの時代も学園にとっては、建学の精神が最も大切

です。 
学園が創設された経緯は以下のとおりです。 
安城学園の創設者寺部だい（わたしの祖母）は、明治

２１年お母さんと善光寺参りをした時に道に迷いまし

たが、ひらがなが読め、道しるべが理解でき命拾いをし

ました。そのことがきっかけで、だいの母は文字の大切

さが分かり、だいを小学校へ入学させました。（女性が

学校に行くのは、溝にお金を捨てるようなものだと考え

られていた時代）だいはお母さんの遺志を継ぎ、男だろ

うが女だろうが誰でも（庶民性）教育は大切であると、

明治の時代に思いつき（先見性）、苦労の末、夫寺部三

蔵と共に明治４５年４月当学園の前身である「安城裁縫

女学校」を創設しました。 
建学の精神の実践内容を纏 

めた『正しい一日の生活』 
という小冊子を教育の柱に 
していますが、どの時代も 
同様に大切であると思います。 
 

安城学園歌『永遠の女』独唱 

     

 歌詞の中の「学び」と「泉」をとって愛知学泉短期大

学（大学）に付けました。 
我学園の附属高等学校に岡崎城西高校がありますが、

建学の精神は「質実剛健」です。当校は当初短期大学の



 
附属高校の分校としてスタ－トしました。 
現在の当学園の構成は、愛知学泉大学、愛知学泉短期

大学、安城学園高等学校、岡崎城西高等学校、愛知学泉

大学附属幼稚園、愛知学泉大学附属桜井幼稚園、愛知学

泉短期大学附属幼稚園です。 
現在の当学園の教育の取り組みについてお話します。

教育にも「イノベーション」が大切な時代になりました。

そこで、当学園では、社会人基礎力育成を核にした教育

のイノベーションに取組んでいます。 
では、イノベーションはどのように見つけるか？ 
それは、学生と将来就職する企業が求める能力のギャッ

プを見つけることから始めます。 
すなわち、学生が自分に不足していると感じている能

力と、採用企業が学生に不足していると感じている能力

にギャップが存在することが分ってきています。 
下図は、学生が考える不足していると考える能力と企

業が考える学生に不足していると感じる能力との対比

です。 

 「主体性」「粘り強さ」「コミュニケ－ション力」に明

らかに企業側と学生側のギャップがあります。 
社会が求めているのは、知識・技術を活用する能力で

あり、前に踏み出し考え抜く力であり、チームで能力を

発揮する力です。 

我学園では、そのような能力を学生が習得できるよう

に取組んでいます。 
また、学生を町とともに育てることが大切であり、地域

と共に生きて生きたいと考えています。地域に愛される

のでなく、地域を愛することができる学生を育てたいと

も思っております。地域貢献は学校にとっての大切な教

育方針の柱です。 

 

西三河分区ガバナ－補佐杯親睦ゴルフ大会 

2011 年 11 月 23 日 葵カントリ－クラブ 
参加者：１６０名（分区内、西岡則男地区副幹事） 
ガバナ－補佐： 細井英治君 
ホストＲＣ会長：沓名俊裕君 
実行委員長：   成瀬介宣君 
競技方法：     ペリア１２ 
打数制限：     ＰＡＲ＋３ 

     

      
  細井Ｇ補佐    沓名会長    西岡地区副幹事 

（個人戦） 
優勝 ：田辺哲郎君（知立） Ｇ84 Ｎ70.8 

    
準優勝：太田五九郎君（西尾 KIRARA） Ｇ79 Ｎ71.8
三位 ：加藤丈太郎君（碧南） Ｇ84 Ｎ72.0 
ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ：鈴木経男君（西尾ＫＩＲＡＲＡ） ６番 
（団体戦） 
優勝 ：西尾ＫＩＲＡＲＡＲＣ 
準優勝：碧南ＲＣ 
三位 ：刈谷ＲＣ 

（東日本大震災義捐金） 
金１７７，０００円の浄財をお預かりしました。 
（次年度ホストクラブ） 
碧南ＲＣ 




